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					このページは検証済みです
飮水の窒扶斯原因たる說を唱ふ。ペツテンコオフエル起ちて駁す。其痛快を極めたり。後笑ひて曰く。余三十年來同一の事を說く。世人未だ覺らず。歎󠄀ず可き哉と。

十一日。午前居を蒭街 Heustrasse (№ 16, b, III Etage; bei J. Palm) に卜す。家は大學衞生部と相對す。頗る便なり。僦居主人は商賈にして、夫妻皆淳朴。一女あり、年十四。善く洋琴を皷す。十一時衞生部に至り、ペツテンコオフエル師と學科の事を談ず。レンク Renk に逢ふ。

十二日。師の翰を持ちて大學評議官ノイヒイル Universitaetstath Neuhierl を大學本部に訪ふ。夜始て宮廷戲園に至る。壯麗比なし。塲二千五百人を容る。演する所はジイゲルト G. Siegert の作なり。「クリテムネストラ」Klytaemnestra といふ。クララ、チイグレル Clara Ziegler 女主人公に扮し、ブランド氏 Fraeulein Bland エレクトラ Elektra に扮す。伎倆皆觀るに足る。

十三日。レンクを訪ふ。

十四日 (日曜)。ロツツベツクの家に午餐す。夫人佛語を善くす。來客中アンゲレル Angerer, ロオトムンド August von Rothmund junior 夫妻、軍醫正ポルト、拜焉國步兵第二聯隊長大佐某及大尉某あり。アンゲレルは曾てウユルツブルク Wuerzburg 大學に在りて助敎たり。時に我總監學生たり。故に相識れり。余はロオトムンド夫人の左に坐す。夜始て輦下戲園 Residenztheater に至る。一等軍醫正ヱエベル Weber 及びワアルベルヒの誘う所なり。劇塲は宮廷戲園と相隣す。甚だ細小。僅に看客八百人を容る。然れども建築の美實に宮廷戲園に遜らず。演する所はカルデロン Calderon の怪夫人 Ladama duende なり。

十五日。一等軍醫ヱエベル、ワアルベルヒと同じく大學聯合會「バワリヤ」Bavaria に赴く。後「コロツセウム」Colosseum に至る。倡優ありて技を奏す。卑俗見るに足らず。

十七日。早起。仕女窓を開き雀を飼ふ。余偶然戶外を望めば、晴日テレジア牧 Theresienwiese の綠を照し、拜焉神女 Bavaria の像半空に屹立す。牧場の南、遙に山
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